
水産加工業のための
ヒント事例セミナー

令和7年6月24日（火）
公益財団法人水産物安定供給推進機構



水産加工業のためのヒント事例セミナー
13：30 開催挨拶 公益社団法人水産物安定供給推進機構
13：35 「アシストスーツの活用事例」

ユーピーアール株式会社 アシストスーツG 専任次長 井沢孝之
13：45 「アプリを活用した人材確保」

株式会社タイミー 関東事業2部カスタマーサクセス 島田美穂子
13：55 「中小企業省力化投資補助金について」
 独立行政法人中小企業基盤整備機構 イノベーション助成グループ
14：05 質疑応答（１０分）
14：15 「水産加工業企業力強化支援事業について」

公益財団法人みやぎ産業振興機構 産業育成支援部 事業支援課
水産加工業ビジネス支援室長 菅原武則

14：25 「水産会社のM＆A事情」
株式会社M&A総合研究所 企業情報第五本部 第二部 部長森淳基

14：35 質疑応答（１０分）
14：45 「ＳＤＧｓはビジネスチャンス！〜水産資源の有効活用でビジネス開発〜

地域の課題「宝の原石」を発掘しストーリー性のある商品開発事例」
ニューホライズンコレクティブ合同会社 金井毅

「商品開発に取り組む事業者の募集」
公益財団法人水産物安定供給推進機構 総括向井義宣

15：15 全体質疑応答・その他
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腰の悩みにサヨナラ！海上での作業を快適にするアシストスーツ

0
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会社概要

1

商 号 ユーピーアール株式会社

設 立 1979年3月

代 表 者 代表取締役 酒田義矢

所 在 地

東京本社
〒100-0011

東京都千代田区内幸町1-3-2 内幸町東急ビル12F

TEL：03-3593-1730（代） FAX:03-3593-3020

宇部本社
〒755-0032

山口県宇部市寿町3-5-26

TEL：0836-31-9020（代） FAX:0836-31-9022

資 本 金 9,600万円

売 上 高
連結154億円（2024年8月期）

単体145億円（2024年8月期）

社 員 数 連結228名（2024年8月期）

業 務 内 容

■パレット・物流機器のレンタル及び販売事業

■物流IoT事業 ■ICT事業

■アシストスーツ事業 ■ビークルソリューション事業

■海外事業

拠 点

デポ ｜ 全国各地約200カ所

営業拠点

国内 ｜ 14拠点
札幌・仙台・関東・新潟・東京（第一・第二）、横浜

名古屋・静岡・大阪・岡山・四国・山口・福岡・南九州

海外 ｜ 5拠点 タイ（2拠点）・シンガポール・マレーシア・ベトナム

(東証スタンダード 7065)
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安価で軽量な『アシストスーツ』が注目される・・・
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アシストスーツとはパワーアップするものではなく、
補助力が働いて腰への負担が軽減される、

腰を守る保護具です。

↓
脊柱起立筋の活動比率を

最大43%軽減
（自社調べ。効果には個人差あり）
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ご提案 『サポートジャケットBb＋シリーズ』

・安価＋超軽量(500~700g)で累計約40,000着の販売実績
・製造業では腰痛・腰痛予防対策として定着

Bb+PROⅢ Bb+FITⅡ Bb+FIT(SLIM)

最上位モデル 中間モデル 快適性重視モデル
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サポートジャケットBb+シリーズの３つの特長

・アシスト力を簡単に調整可能
・取外しての使用も可能
・腿ベルトとひざベルトはパーツ交換可
能

①良い姿勢に導く

②高機能な腰ベルト

③腿ベルトがアシス
ト力を発揮

・ 腰負担軽減の基本は「良い姿勢」
・ 第二の背骨で良姿に導く
・ 釣竿のようなしなりのあるバックボーン
・ もう一つの体幹で支える
・ 立っているだけでも「楽」

・蒸れにくい素材
・しっかり締付け
・ズレ上がり防止すべり止め（FITのみ)
・めくれづらい腿部カット
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開発主眼は『姿勢』に着目したこと

悪い姿勢による負荷が椎間板に蓄積されると
腰痛になる（最大原因の一つ）

前かがみ、中腰、しゃがむ
などあらゆる作業姿勢時に
姿勢を良くして腰の負担を
減らす効果を発揮
当社独自の理論に基づい
た非動力型アシストスーツ

『 サポートジャケットBb+(バックボーン)』
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腰痛の原因とBb＋（バックボーン）の関係性ついて
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金沢大学（共同開発先）効果検証
https://www.youtube.com/watch?v=oY2UpzKPpxQ

https://www.youtube.com/watch?v=oY2UpzKPpxQ


Copyright UPR Corporation. All Rights ReservedCopyright UPR Corporation. All Rights Reserved

総論 サポートジャケットの使用例（養殖業の場合）
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エサやりのため、20kgの袋を海上で中腰姿勢で運搬。 

「サポートジャケットBb＋FIT」の着用により

良い姿勢が保たれるようになり、身体的負担を軽減できた上、

作業効率が向上した。
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採用前の課題（養殖業の場合）
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◆クレーンを用いてパレット単位でエサを船に積み込
むとき、風や波で揺れる荷物を支えるため身体に
負担がかかっていた。
◆1袋20kgあるエサ袋を船から海上のエサやり機ま
で運搬する際の中腰姿勢がつらく感じていた。
◆20代～30代の若い世代の作業者が将来の腰痛
への不安を抱えていたが、対策を取っていなかった 。
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採用後の効果（養殖業の場合）
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◆着用により良い姿勢が保たれるようになり、身体に
かかる負担が軽減された。

◆腰を休める時間が減り、作業効率が上がった。

◆対策を取ることで腰痛への不安が減った。
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◆動画 サポートジャケットBb＋紹介と装着説明
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サポートジャケットPROⅢ（最強版）紹介
https://www.youtube.com/watch?v=bqeG5cev0Ms&t=6s

サポートジャケットBb+FIT/Ⅱ・FIT/SLIM（中位版・下位版）装着説明
https://www.youtube.com/watch?v=NX0-pIsupvI

https://www.youtube.com/watch?v=bqeG5cev0Ms&t=6s
https://www.youtube.com/watch?v=NX0-pIsupvI
https://www.youtube.com/watch?v=NX0-pIsupvI
https://www.youtube.com/watch?v=NX0-pIsupvI
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適用対象補助金制度
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ーー厚労省外郭団体が毎年実施する「エイジフレンドリー補助金」

（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会が実施する補助事業で、60歳
以上の高年齢労働者が安全に働けるよう、身体機能の低下を補う設備・装
置の導入その他の労働災害防止対策を補助対象とする。

補助率は製品の１／２となり、1施設当たり上限額は１００万円 （消費税
を除く）。
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※この資料の無断複写・複製・ノウハウの使用・および他社への開示は禁止させて頂きます。
お取り扱いについては十分にご留意ください。

・当資料は2025年2月1日現在の情報を基に作成しております。

・また、記載されている内容は、現時点の内容になっております。
商品の内容や性能等につきましては、予告なく変更する場合がございます。
予めご承知頂きますようお願い申し上げます。

ご注意

お問い合せは
こちら

ユーピーアール株式会社 アシストスーツ営業部 担当：井沢

03-6852-8932 pas_info@upr-net.co.jp



 
 

ーアプリを活用した人材確保ー  

2025.6.24  



タイミーは、「働きたい時間」と「働いてほしい時間」をマッチングするスキマバイトサービス。
働いたお金は即日入金 され、企業・ワーカーの双方が気に入れば 採用も可能 。(採用による追加料金なし )
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タイミーとは



ワーカー数※3

1,100万人
導入拠点数※3

369,000拠点以上

　全国で高い稼働率※1

約86％

タイミーの特徴
豊富な求人数と意欲の高いワーカーの双方が存在することで高い稼働率を実現。さらに募集掲載／教育／労務＆請求対応
工数を削減するための機能と担当マーケットを熟知する専任営業による伴走で、貴社の人員課題を解決します。

※1 2023年11月〜2024年10月　※2 2023年2月〜9月　※3 2025年4月時点　※4 自社調べ 調査方法：インターネット調査 調査時期：2025年2月14日〜2025年2月17日 調査対象：18歳〜69歳の男女（1,253人）

いつでもどこでも「働く場所がある」からこそ
アクティブなワーカーが集まる 充実した機能とサポート体制

＜グループ管理機能＞
求める能力を満たす方に求人公開することで

受け入れコスト/教育コストを削減

＜使いやすい管理画面＞
求人の一括掲載・ワーカー管理・評価まで簡易

にでき、募集掲載業務の負荷を軽減

＜充実の労務管理機能/請求対応＞
雇用契約の電子化/源泉徴収ブロック機能/

個社に合わせた柔軟な請求対応

＜全国をカバーする支社体制＞
エリアマーケットを熟知した専任営業が導入後

も理想状態の実現に向けサポート

スキマバイトアプリ認知度No.1※4だからこそ
働く意欲の高いワーカーが登録

ワーカーが必要な時に
必要人数集まる

　高いリピート※2

3人に2人がリピーター

人員を必要とする他拠点にも利用拡大

豊富な求人数と
意欲の高いワーカーの

マッチングで
高い稼働率&リピート率

7年以上の実績で築いた
強固なワーカープラットフォーム



 タイミーが水産業界に貢献できること
慢性的な人手不足、漁獲量に伴う必要な労働力の確保、属人化している業務、人件費の高騰に対し、

タイミーを導入することで労働力の確保・業務切り分けによる生産性の向上や、人件費・求人広告費の削減が出来る。

タイミーで実現できること 水産業界への貢献余地

1時間から働ける
新しい働き方

● 急な人材不足でも人手確保が可能
● 求人媒体ではマッチングしない人員の

確保が可能
● 繁閑に合わせて人員を増減可能

自社雇用ツール
として活用可能

● ワーカーの中から、無料長期採用する
ことが可能

● 働きぶりを見て採用を決められるた
め、採用ミスマッチが低減

業界の仕事を知
る

機会提供

● 若年層に対し、「お試しバイト」を通
じた、水産業界での就労的活動を推進

● 過去に勤務経験のある方が業界に戻る
ための窓口にもなれる。

多様な人材の確保・育成
(他業種からの参入など)

人材の離職防止・定着促進

求人広告費や人件費の削減

業務の切り出し
● 長期雇用を前提としたマッチングしに

くい業務を時間や仕事の単位で細分化
● 弊社ノウハウを活用し、最適な業務割

り振りを提案



ご活用いただいている業務内容（水産関連）
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業種 任せている業務内容

飲食店・小売店 ホールスタッフ、調理補助、販売、魚の加工

冷蔵/冷凍倉庫 ピッキング、仕分け、検品、出荷業務の補助（ラップ巻き、シール貼り、増し氷）

市場（卸・仲卸） 仕分け、ピッキング、梱包、魚の加工、魚を紙で包む作業、袋氷の作成

商社・運送 ピッキング、仕分け、検品、出荷業務の補助（ラップ巻き、シール貼り、増し氷）

加工 ホタテの殻から貝柱だけを取り除く作業、ホタテのウロ(黒い部分)を取り除く作業、計量、盛り付け
包丁で切り身等に整形作業、切り身等を粉つけ・調味液つけ作業

漁業 網の検修作業

産地：加工場、市場内、冷蔵/冷凍倉庫などで利用



取り組み内容

◾フィッシャーマン・ジャパンと業務提携 ◾水産業用の活用ガイドBOOK作成 ◾各海産物ごとのマニュアルの作成
　　　　　　　　　　　　(北海道洞爺湖にて現場見学実施）

◾全国各地にて説明会の実施
（協会や組合向け、自治体向け等）
◾全国各地の事業所様のサポート

◾実際に現場で作業をし、相性の良い業務の見極めも実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長崎県対馬にて業務体験実施）
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1／１５

機構案内

公益財団法人みやぎ産業振興機構は、宮城県における中核的産業支
援機関として既存産業の活性化、高度化並びに新産業を創出するため、
総合的・一元的な支援を行うことを目的とし、多様なニーズに応える
コーディネート機能を持った総合的産業支援機関です。



2／１５

機構案内

【宮城県の産業を活性化する】

これがみやぎ産業振興機構の
ミッションです。
私たちは、人と人を結び企業と

企業をつなぎ、創業・経営革新の
促進、時代をリードする産業群の
創出に取り組んでいます。



水産加工業企業力強化支援事業
１．目的
当県の水産加工業は、復興が進んだ一方、復旧に要した借入金の返済、水揚げ減少、人手不足、

消費動向の変化などにより、水産加工業を取り巻く環境は厳しいものとなっていることから、地
域の牽引役として成長・発展できる「稼げる」水産加工業モデルの創出を目指します。

3／１５



（１）専門家派遣事業

【目的】

・水産加工業者に対して当機構の登録専門家を派遣し、指導・助言を行うことで、生産
性改善、衛生管理、人材育成、商品開発、販路開拓、デジタル化等の様々な課題解決を
支援します。

【方法】

・支援テーマに応じて、都度、専門家を派遣します。

【支援内容】

・指導時間：1回あたり3時間程度

・指導回数：制限なし

・企業負担：１回目は無料、２回目以降は講師謝金及び旅費の合計額の1/3
【手続きの流れ】

4／１５



（２）生産現場改善強化支援事業
【目的】生産現場の作業工程や仕組みを見直すことで、労働生産性の向上や労働者の作業負担の軽減を促進し、人材
不足課題の解決や経営革新等の新たなステージに取組むための企業力を高めていただくことを目的としております。

5／１５



＜カイゼン事例①＞サンマ下処理工程（その１）

6／１５



＜カイゼン事例①＞サンマ下処理工程（その２）

7／１５



＜カイゼン事例①＞サンマ下処理工程（その３）

8／１５



＜カイゼン事例①＞サンマ下処理工程

カイゼンを行った結果！！

◎１尾あたりの処理時間が約１０秒短縮 （改善前）34.8秒→（改善後）24秒３１％生産性向上

◎持ち運びやカゴの入れ替えが減ったことで、床とカゴの清掃時間が１０分短縮

◎工場全体がキレイになった

9／１５



＜カイゼン事例②＞マグロ加工品袋詰めライン（その１）
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＜カイゼン事例②＞マグロ加工品袋詰めライン（その１）

11／１５



＜カイゼン事例②＞マグロ加工品袋詰めライン（その２）

12／１５



＜カイゼン事例②＞マグロ加工品袋詰めライン（コメント）

カイゼンを行った結果！！

◎作業人員１１人→６人 活人を５人生み出すことができ４５％改善！

◎作業スペースの削減

◎準備時間（仕掛りを冷蔵庫に運ぶ時間など）１０分短縮で、休み時間を確保できた。

13／１５



トヨタ自動車東日本（株）による異業種相互研鑽活動

・現地調査、ヒアリング
・生産現場での助言、提案
・５S、困り事対応・改善、標準化など

・トヨタ自動車東日本㈱との連絡
調整窓口

・活動費の支援等
・研鑽先企業との連絡調整窓口
・活動サポート

・課題抽出
・体制づくり

・改善策の検討、トライ

トヨタ自動車東日本（株）

みやぎ産業振興機構
異業種

研鑽活動

宮城県

研鑽先企業

４者間で
覚書を交換

２年後には、
フォローアップ
活動を実施！！

活動体制

14／１５



異業種相互研鑽活動（例）

15／１５



商品開発に取り組む事業者の募集

新商品を試食会に出品！

公益財団法人 水産物安定供給推進機構

2025年6月24日



募集の概要01

• 食べればおいしいのに食用として利用されていないお魚。
• 環境変動で地域ではあまり利用されていないお魚。
• 大量に水揚げされるが安価に取引されているお魚。
• 普段加工して商品化しているものの、頭や尾、骨などはお金を払って廃棄物と
して処理している低利用部位。

• 自信をもって開発した商品だが、思ったほど売れていない水産加工品。

課題のある水産加工品について、料理人や、バイヤー等が参加する試食会に
出品し、具体的な意見やアドバイスを受けられるような機会を設けます。

今回、この試食会に出品いただける水産加工業者を募集します。
・
・
・



試食会の開催までの流れ02

課題の把握

具体的な水産加工品の現状確認、課題の把握
のため担当者を現地の加工場等に派遣します
（現地調査）。担当者には、良いところ、悪
いところ含めて正直に現状を話していただけ
ればと思います。

サンプル商品の送付

現地調査にて選定した水産加工品について、
まずは試食会実施のためのサンプル品を指定
の場所に送付していただきます。
※サンプル商品代、運賃は安定機構が負担。

試食会への出品

送付いただいたサンプル商品の内容で問題な
いと判断されたら、料理人等が複数参加する
試食会に出品していただきます。商品につい
て、具体的なアドバイスを受けます。
※商品代、運賃は安定機構が負担。

フィードバック

試食会の結果、意見やアドバイスについては、
本格的な商品開発の一助となるよう、必ず
フィードバックいたします。
※こちらからの提案はあくまでもアドバイスで
あり、必ずしも対応いただく必要はありません。



応募情報について03

① 応募期間
令和７年度６月２４日（本日）から、
７月１１日（金）１７時まで

② 応募方法
公益財団法人水産物安定供給推進機構HP

Google formまたは
応募用Excelファイルをメールで提出

③ 採択者への連絡
応募期間終了後、審査員による書類審査を経て、
採択者にはメールにてご連絡します。
今回は１０件程度の採択を予定しています。



↑ ↑ ↑水産物安定供給推進機構HPはこちらから↑ ↑ ↑

ご応募お待ちしております。



追加情報① 水産加工連携プラン支援事業について+α

詳細は、
水産物安定供給推進機構
ホームページをご覧くだ
さい。



追加情報② アドバイザー派遣について+α

水産加工業者等の皆様が抱えている課題の解決に向
け、無料でご相談内容に応じた専門アドバイザーを
派遣することができます。

お問合せ：公益社団法人日本水産資源保護協会
電話 03-6280-5033
mail renkei@fish-jfrca.jp

お気軽にお問い合わせください。

mailto:mailrenkei@fish-jfrca.jp


追加情報③ 水産加工業者等の取組優良モデル集+α

水産物の生産・加工・流通に携わる各段階の事業者
が連携して、課題解決や販路開拓に取り組むことに
よって、各段階において価値（バリュー）の向上や
コスト削減を実現した取組を紹介しています。

水産庁のHPよりダウンロード・閲覧が可能です。



↑ ↑ ↑アンケートの回答はこちらから↑ ↑ ↑

水産加工業のための
ヒント事例ウェビナー
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